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平成16年 年頭所感

｀
F成16年の年頭にあたり、謹んでお祝いを中しllげます。

昨年は、イラク戦争の発生など国際情勢には大きな変化がありましたが、

我が日経済は、デフレや金融機関の不良債権などの問題を抱えつつも、

年後半に至り、堅調な海外需要などに支えられ、株価が上昇するなど、

緩やかながら景気は回復傾向を示してまいりました。

そうした中で、最近の我が国の流通業は、消費の伸び悩みによる売上

げの低迷から脱却できぬまま、様々な環境の変化に直面しております。

第 ‐に、カルフール、コス トコ、ウォールマート、メトロ、テスコなど、

我が国への進出は益々進んでいます。

第 1に、国際的な流通標準化の動きが益々加速しており、急速に進歩するEI支術の活用とも

相倹って、流通サプライチェーンは、大幅な革新に向けて歩み始めております。グローバルな

事業展開を行っている大手小売業や製造業がGCI(Global Commerce lnidttve)というボラン

タリーな組織の下で、消費財流通分野における国際的な標準化を強力に推進しています。その

ような動きの中で、米国の商品コード機関であるUCCも 加盟した国際EAN協 会 (本年グローバ

ルスタンダードを意味する 「GSl」に改名が決定)が 中心になり流通標準の策定を行っていま

す。具体的に標準化が進められている分野は、第 ‐は、識別コード、第二は、情報を搭載する

データキャリア、第二は、EDI(電 子商取引)ル ールの分野です。第 ^の識別コードに関して

は、商品識別についてはJANコ ードを含むGTIN(Global Trade ltem Number)に統
一し、企業

i哉別についてはGLN(Global location Number)に統 ^する方向となっております。第二のデー

タキャリアについては、一次元バーコードに加え、 1次 元シンボル、更には無線タグ (VID)

の利用システムの標準化が行われています。第 1のEDIルールに関しては、共通化することに

より効率化が進みコスト削減ができる分野は共通化していくというのが、現在の世界の大手流

通業の目指す方向となっています。そして、EDIに使用する用語の統
一を図るための辞書の作

成、国際標準商品分類の作成、商品カタログの|11期化 (データシンクロナイゼーション)ル ー

ルの作成などが進められていますし、次世代の電子商取引の有力な手段のいわれるXML一 EDI

の各種ルールの作成やメッセージ開発も行われています。そして、これらの標準化を推進する

ためGSMP(Global Standard Management Process)がEAN・ UCCの 下で運用されています。

特に、本年9月の国際EAN協 会総会において、無線タグとインターネットの技術を組み合わ

せて、グローバルレベルで商品情報を即時取得できる 「EPCシ ステムJの 実用化が決定し、そ

の運営組織としてEANと UCCが 共同所有する非営利法人 「EPC glob」Jが 設立されました。ウォー

ルマートが2005年初めからパレット・ケースレベルでの導入を表明し、準備に入っています。

日本では、流通システム開発センターがEPCシ ステム運用の窓日となることとなっています。

このような情勢の下で、当センターといたしましては、流通関係企業のボランタリーな組織

であるGCI研究会や各種研究会等において流通標準化の方向を研究するとともに、経済産業省

の事業として流通サプライチェーン全体最適化情報基盤整備事業を推進しております。

我が国流通関係企業の皆様に置かれましては、このような動きに的確に対応し、創意工夫を

発揮し、ビジネスの発展を図っていかれることを心から祈念し、新年のご挨拶といたします。
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はじめに

物流事業者にとって、これまで、情報ネットワー

クの利用は大規模な投資を必要とするものと考えら

れてきた。しかし、近年のインターネット利用の進

展により、従来の専用線による情報ネットワークの

構築と比較して、はるかに低コス トで容易に開発す

ることが可能となった。

このため物流事業者の間にもインターネットの利

用が広まってきている。特に最近では携帯電話が普

及し、携帯電話を使った物流システムがさまざまな

形で活用されている。本稿では、物流事業者のITの

BA0311-0」
09151060/03/¥500/論文/」CLS

物流事業者内の l丁化

近年、インターネットの普及に伴い電子メールが

急速に普及してきた。短い用件であれば通話より低

コス トで利用できるため、パソコン間だけでなく、

携帯電話間で電子メールを活用することが広く普及

し、事務所とドライバー間の連絡用などにも使われ

ることが多くなってきた。

さらに、携帯電話の機能もGPSを 組み込んだ機種

が開発されるなど多機能になり、携帯端末と連動し

鷲議1議,連絡が
可能|です●■■■|

におけるIT(1情報技術)
活用と展望

帥日通総合研究所

飯村雄―

活用事例を紹介するとともに、今後の動向を展望す

る。

曹猾 :ギT'

靱 雨‖

財
アナログ電話機

出所:http//www shlmadzusd cojp/

トランク誘導サーバ

‐ヽヽ
鑽Bま飾調

奮瀾脚翠11

7●■■|:鱚翼聯警事
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第1図  ト ラック誘導システム構成図



た、さまざまな利用が期待されている。

最近の携帯電話を活用したシステム例は次のとお

りである。

1.携 帯電話 (トラック誘導システム)

トラック誘導システムはPHSを 携帯端末として利

用し、荷主の構内において トラックドライバーヘの

指示を、データ通信と音声電話で迅速に行うシステ

ムである。

このシステムはドライバーが持つ携帯端末に物流

センター事務所から文字情報を送り、 ト ラックの誘

導を指示するとともに、倉庫内作業者への作業指示

を行う。タイムリーな情報の送信により、 ト ラック

の誘導がスムーズに行えるため、バースの空き時間

や待ち時間などの無駄が回避され、倉庫内作業の効

率化が図れる。また、 ト ラックの待機場や倉庫内作

業の状況に応じて、PHS無 線により、携帯端末への

データ送信をリアルタイムに行うことができるなど

のメリットもある。(第1図)

2.携 帯電話 (GPS携 帯電話利用位置情報表示

システム)

GPS携 帯電話利用位置情報表示システムは、市販

のGPS携 帯電話を用い、車両の位置情報などを自社

のパソコン上で確認できるサービスを提供 してお

り、次のような特徴を持っている。
●最適配車

急な運送依頼でも、集荷場所に最も近い トラック

こCPS機能を搭載したCPSケータイ端末が、人11

衛星から現在の位置情報を取得

2取 得した位置情郵躙響牲夕端 末から定期的に
サーバーに送信

鷲
3パソコン上で現在のトラック(CPSケータイ端末)
の位置を住所や地図 Lで確認

「中小 トラック事業者のIT(情 報技術)化 普及促進に関する調査J

(平成 15年 3月、(社)全 日本 トラック協会)

第2図 シ ステムのイメージ

の位置情報を検索し、地図上での位置確認や目的地

までの距離を確認できるので、最適な配車が可能と

なる。

●運行ルー トの管理 ・見直し

日時別に トラック (各GPS携 帯電話)ご とに位置

情報履歴を表示できるため、運行ルー ト管理や最適

な運行ルートの見直しに役立つ。

●配車業務の効率化

GPS携 帯を持つ ドライバーヘ直接配車指示のメッ

セージを送ることや、目的地の地図を送信することが

できるため、配車業務の効率化につながる。(第2図)

物流事業者が荷主に提供するl丁化

物流事業者と荷主企業との間の情報化は、多くの

場合、荷主主導で進められている。例えば、荷主企

業は自社の物流の効率化を進めるため、自社の情報

端末を物流事業者の事務所に設置し、出荷情報等を

都合のいい時間帯に送信するなどして効率化を進め

てきた。また物流事業者サイドでは、受信した情報

を請求書処理、輸送情報の返送等に活用し、荷主と

物流事業者間に専用のシステムが構築されてきた。

また、物流事業者は荷主の情報関連機器 (携帯端末、

車載端末など)を ドライバーに携帯させることのほ

か、荷主先で情報機器から出力される情報を受取る

ケースや、荷主先で荷主の情報機器に入力したり、

出力したりするケースもある。このように荷主と物

流事業者との間の情報交換の方法もⅡ機器の普及に

より多様化してきた。

次に、物流事業者が荷主に提供するIT化の事例を

紹介する。

1.出 荷業務支援システムの提供

荷主先での出荷業務を支援するシステムである。

荷送り人、届け先を予め登録しておけば、いつでも

印刷が可能となる。荷物の運送状況の確認や最近の

運送経歴のデータファイルをダウンロードすること

などが可能となる。

専用出荷ラベル上に2次元コードで運送データが

印字されるため、フロッピーディスクやファイル送

信によるデータの受渡しの手間がかからない。(第3図)

2.携 帯電話

(荷物輸送情報のリアルタイムシステム)

携帯電話と集配 ドライバーの携帯端末 (ハンディ

:呻・♭/データi子
夕~内サーバー

‐岬瞭ト
き

バーコード 20041  3



専用サーマルプリンタ

第4図 荷 物輸送情報のリアルタイムシステム

スキャナ)を データ連携させる携帯型通信装置を開

発し、これにより、お客様からの荷物の配達完了情

報に係る問合せに対して、よリリアルタイムな対応

を可能とした。配達完了情報はホームページやiモ
ードなどでも同様に確認できる。

システムの概要は、通信装置にNqrド コモの携帯

電話をセットし、集配 ドライバーが腰のベル トに装

着して使用する。携帯端末で入力された荷物の情報

を集配車両に戻ることなく、その場で携帯電話から

N冨 ドコモのパケット通信サービスDoPaを 利用し

送信する仕組みとなっている。また、荷物データの

送信のみならず、事業所から集配ドライバーヘの集

配指示についても、通信装置に接続された携帯電話

で音声による指令のほか、データ、メールでも受信

できる。このため、集配ドライバーが車両から離れ

ていても指令が受けとれ、お客様からの要望に速や

かに対応できるようになる。(第4図)

4  バ ーコード 2 0 0 4 1

まとめ

近年、景気の低迷により貨物量が減

少するなかで、規制緩和により事業者

間の競争は激化している。また物流事

業者は、C02や NOx削 減などの環境問

題への対応も迫られ、非常に厳 しい立

場に立たされている。そうした中で、

荷主のニーズも高度化 。多様化してき

ており、荷主の情報システムに対応で

きるよう、荷主からIT化を要請される

機会も増えてきている。物流事業者の

IT化に対する意識としては、IT化の必

要性は感じているが、

●IT化にはコストがかかる

●人材が不足している

●IT化についての情報が不足している

と考えている事業者が多い。 しかし、

荷主がIT化を進めており、荷主は物流

事業者に対してもITを活用することを

求めてくるため、IT化は今後の物流事

業に不可欠となる。
一方、物流事業者の大半は中小事業

者であり、IT化を進めていない事業者

も多い。

IT化を普及促進させるためには、コ

ス トや人材不足などが物流事業者にと

って、高いハー ドルではないことを理

解できるようにすると同時に、専門業者まかせでは

なく、ITの活用を物流事業者自らが実施できるよう

に支援することが望まれる。そのためには、行政や

業界団体がITに関連する教育カリキュラムを提供す

ることや、ソフト開発 ・運用を適切にアドバイスで

きる人的支援を行うことなどを進めることが求めら

れる。

2次元コード

(QRコード)

ダウンロード

○△運送い

醐 鼈 鮒 慇

運送事業者の支店・営業所

出荷ラベル Lに印字された
2次元コードによって、荷物情報を

確実に登録

第3図 出 荷業務支援システム

ヽ
携帯電話  携 帯端末

DoPa網 を使ってデータを送受信

飯村雄―

lla H通総合研究所

経済研究部

〒105-8322 東京都港区東新橋193

TEL:03-6251‐3355  FAX:03‐ 6251-6450
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003年3月に発表され、■■■
‐     ‐

同年9月に開催された第51nll自動認識総合展の開催記念レセプションにおいて

表彰式が行われた。    .

本特‐集では各受賞シスーテムの詳細と今後の展開・展1望を紹介する。 _

RF:Dを 活用したlT図書館
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大手百貨店向け 「安全管理システム」
ユーザー :国内大手百貨店

申請会社 :帥ディジ・テツク 帥 システムアイインターナショナル

濃
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非接触ICカードを利用した電子チケットサービス
ユーザー :帥エンタテイメントプラス ヘ ラルド・エンタープライズ帥

申請会社 :冊NTTデ ータ い サ トー

映像資産保管システム
ユーザー :日本放送協会

申請会社 :金剛帥 欄 東研
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RFIDを1活用|じ|たITI図1書館
|ユビキタス時代|の新ししヽ図1書館に向か●て

ユーザー :宮崎県北方町立図書館 他

申請会社 :帥内田洋行

当社とRFIDビ ジネスの関わ り

当社がRFIDビ ジネスに関わるようになったのは

1980年代からである。ユビキタスの概念が発表され

たのが1988年、それ以前から関わっていたことにな

る。1990年に清水建設、スター精密等と共同開発し

て発表したのが 「板脳」という商品である。非接触

型ICチップを使ったタグをホワイトボードに貼り付

けて現場での管理を行うシステムである。建設現場

での施行管理、J:場での製造,I:程管理、物流現場で

の配車計画等が主で、現場でのビジュアル性とデー

タエントリがポイントとなったシステムである。既

に数百社のユーザーがあるが、最近でも、米MITメ

ディアラボにも研究用として採用されていて、CHI

(Computer&Human lnteraction)でも使われ、発

表されている。ホワイトボードの裏側にスキャナを

取りつけ、表側に磁石を使ってタグを貼りつけ、貼

った時にチップ内登録データを読取、コンピュータ

側に渡す仕組みとなっている。密接型非接触ICシス

テムを採用している。

1997年には米SCS社 が華々しく登場して、国内有

力企業が取扱いの検討を開始した。当社も凸版印刷、

松下電工とコンソーシアムを結成して取扱いを開始

したのである。2.45MHz製 品で、通信距離は約

30cm、マルチリードOK、 タグサイズは薄型で小さ

く、コンセプトは大変に魅力的でもあった。しかし、

コンセプ ト通りの製品がなかなかできず、テス トを

繰り返すも基本的問題が、逆に、判ったりしてビジ

ネス化までには至らなかったのである。コンセプト

は理想的な条件の時に実現される機能であって、現

場での利用となると性能が出なくなる事と同時に制
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約条件が多い事が判明してきた。例えば、通信距離

は一枚タグの場合であって、複数枚となると3～

5cm程 度に減衰してしまう。マルチリードOKと は

言っても、数 卜枚となるとレスポンスタイムが掛か

り過ぎ使用に耐えないとか、タグが重なり合うと読

み抜けが発生するとか、読取機とタグの向きによっ

ても読み抜けが出るとか、次から次へと基本的問題

が発生、そのつど開発元と話しもするものの解決に

至らず、商品完成度合いが低いと判断、扱いを停IL

してきたのである。

図書館での ICタ グ導入事例

国内で初めて図書館にICタグシステムを導入した

のは岡山県加計学園である。前述 した米SCS社 製S

ラベルを1998年に導入した。読取機として松下電 「1

開発の据置タイプを埋め込んでの自動貸出 ・返却機

を開発し、完全無人図書館を実現した。全ての書籍

にICタグを貼付し、利用する学生は自分の図書カー

ドと借りたい書籍を自動機で貸出処理を行うのであ

る。出口に設置したセキュリティゲートは貸出処理

を忘れた場合、チェックに引っ掛かり、出回の電子

錠 もロックされたままで出られないようにした。

(自動機は写真1参照)

Sラベルの仕様では通信距離が約30cmでマルチリ
ー トOKと なっていた。しかし実際に始めると、3冊

の本の同時読取となると通信距離を3cm以下にしな

いと100%の 読取ができない事が判明した。また、

タグ内チップが重なり合うと読み抜けが発生する。

チップ内登録データが1～2週間経過すると変化して

いる、その時に何の規則性も無い事も判った。つま



ICタグによる自動貸出返去「処理
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自動貸出 ‐鷺却カウンタ

写真 1 自動貸出機

リデータ保持の安定性に問題があった。そのために

読取機でICタグを読込する際に、同
一データを3回

リードし、3回とも同じデータの場合のみ、データ

として処理するよう、読取機のファームを開発し、

ソフト的にも対応した、当然、レスポンスにも影響

があったわけである。この間、米SCS社 と技術的打

ち合わせを行うも、根本技術が解決せず、国内での

販売活動を停止し、加計学園では、その後、フィリ

ップス社のiコードを使ったICタグに、全書籍を張

替え、今日に至っている。

2001年5月から宮崎県北方町で国内公共図書館1号

機として稼動を開始した。北方町は延岡から高千穂

線に乗って30分ほどのところで、日本神話の故郷で

ある高千穂町の手前に位置する風光明媚な場所に位

置する。

図書館に歯科医を併設しており、待ち時間は図書

館で本を読んでいて、順番が来るとポケベルにて知

らせてくれるサービスも行っている。また、住民票

発行機も用意されている。

蔵書数約35000冊ほどにICタグを貼付し、受付カ

ウンタ×2台 (写真2)、自動貸出 ・返却機×1台 (写

真3)、セキュリティゲー ト×2台 (写真4)、ポータ

ブル×1台がICタグシステムに関連するものである。

ホス トコンピュータ、クライアント等も提供した。

図書館アプリとしては富士通製ILISと連携した。

稼動後、喜ばれた点は幾つかある。先ほども触れ

たが、自動貸出 ・返却機にてお年寄りとか身体不自

由な方達が借りたい本をテーブル上に無造作…裏表

とか斜めとか気にせず―に置き、ディスプレイ上の

貸出画面をタッチするだけで処理が終り、レシ
ー ト

が出てくる簡単操作である事。受付カウンタでの5

自動露離システム大貴 受■|システムプレゼンテ|■|ション

冊までの複数冊処理、貸出忘れでゲ
ート通過時に引

っかかってブザーが鳴る事等。

逆に当初困った事は蔵書点検をする際に、ポ
ータ

ブルの読取精度が100%に なっていなかった事が上

げられる。これはポータブルアンテナと本に貼付し

たICタグのアンテナとが垂直状態となり、技術的に
一番読めない条件である事であった。このためポ

ー

タブルについては改良 。開発を行い、読取精度の高

いものを開発した。(特許申請中)

公共系図書館では全国で始めてのケ
ースであった

事から、全国から視察者が続いている。公共系図書

館だけではなく大学系図書館の方、図書館でビジネ

スをしている企業群、RFIDビ ジネスを指向してい

る企業群等々。

写真 3 自 動貸出 ・返却機

北方町での最大の難問題はポ
ータブルでの蔵書点

検処理であった。配架状態のままで本に貼付された

写真 2 貸 出カウンター

写真 4 セ キユリテイゲー ト
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ICチップ情報を読み取っていくのであるが、読み抜

けが起きてしまうのである。本に貼付されたタグア

ンテナとポータブルアンテナとの関係が垂直になる

ため、多少のエネルギーアップでも対応ができない

のである。しかも閉架はスチール製書庫であった。

電波は金属に微妙に反応して精度が落ちてしまう。

タグ貼付場所の関連もある。当然、本の背中側で

あればポータブルとの距離が短くなるため、読取精

度は上がる。しかし運用上利用者からして不自然な

モノが貼られている、という事で意地悪される可能

性が高くなるという側面もある。当初はウチワ型の

ポータブルで配架された本を、なぞる様に読んでい

ったが駄目だった。その結果を踏まえて、本と本の

間に挟むポータブルを開発した。この場合は貼付さ

れたタグアンテナとポータブルアンテナが平行とな

るため、読取精度は、当然の如く上がった。しかし

100%に 達しない場合も棚単位で発生する。チップ

不良もあるし、経年変化による不具合タグの発生も

ある。つまり読取機とタグとの相性で読取精度は決

定されるため、読み抜けがあった場合でも原因を特

定する事は難しいのである。

このポータブルの精度は、かなり良くなってきた

とは言え、まだ改良の余地がある。ポータブルとの

接続はパソコンとしたが、この解決策も必要である。

現在、PDAで の改良をし、無線でホス トにデータ送

信できるようにしている。

いずれにしても蔵書点検での読取精度を100%に

する事と、同時読取冊数を増やす事、操作が楽に出

来るようなポータブルの携帯性等が要請される。

2002年8月から稼動開始した国立広島原爆死没者

追悼平和祈念館のシステムについて紹介する。昭和

20年8月6日に米軍によって投下され、一瞬のうちに

14万人にも上る人たちが命を無くした、その原爆の

悲劇の歴史を留めておく祈念館である。原爆に関連

する本や手記、ノートが約5000種ほど用意され、見

学者は閲覧できる。ここでのICタグシステムの使い

方は、通常の図書館と同様なゲー トチェックシステ

ムとか蔵書点検システムもあるが、ICタグの特性を

活かしたシステムを運用している。

先ず受付にて入場券が渡される。日本人、海外の

人、子供、電波を受け付けない人と入場券を分けて

渡す。館内での情報機器を使う際に、この入場券を

情報機器に差 しこむ。ディスプレイなり音声なり、

日本語、英語、振り仮名付き日本語、電波カットの

識別を自動的に情報機器は行う。

情報展示コーナーでは原爆被害にあった方達のノ
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―卜が最大30ページ分用意されている。見学者が任

意のページを開くと、自動的にそのページに関連す

る情報をディスプレイ上に表示する。被爆した場所

の地図が出たり、町の写真等も出てくる。(写真5)

体験記閲覧室では、収蔵している被爆体験記等を

テーブルに載せると、自動的にその体験記に関連し

た情報…地図 ・ビデオ ・写真 ・音声等…をアウトプ

ットする。(写真6)

収蔵 してある書籍は持出禁止となっているため、

出国ではセキュリティゲー ト (写真7)で チェック

を行っている。上記システムの自動識別技術として

ICタグは使われているケースである。

ここでの使われ方は、今後の新たな図書館作りの

アプリとして参考になると思う。

2003年になってから政令指定都市でもある神戸市

でもシステム導入が図られ、いよいよスタートする

タイミングとなった。神戸市は蔵書数150万冊を抱

え、ステップアップ方式での導入の計画である。

今までは新設される図書館での導入が大半であっ

たが、神戸市の場合は既設図書館での導入1号で市

内に中央図書館を含め11館の図書館があり、2003年


